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前回の課題

• ポスター制作会社がある。いま、４つの依頼Ａ、
Ｂ、Ｃ、Ｄがあり、それぞれのコンセプト、デザイ
ン制作および印刷にかかる作業時間は表の
通りである。このとき、すべての作業を最短で
終えるときの時間を求めよ。
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コンセプト デザイン制作 印刷

ポスターＡ ２ ２ ３

ポスターＢ ４ １ ４

ポスターＣ ３ ３ ３

ポスターＤ ５ １ ３



解答(1)

• ３機械Ｎ仕事の問題として、デザイン制作にか
かる時間の最大値が印刷にかかる時間の最
小値を超えない。したがって、下の補助表に対
し、ジョンソンのアルゴリズムを適用する。

– 最小時間の 「４」 に着目して
（Ａ）→ （ ）→ （ ）→ （Ｄ）

– 次に、Ｂの 「５」 を配置する
（Ａ）→ （Ｂ）→ （ ）→ （Ｄ）

– 最後に、Ｃを配置する
（Ａ）→ （Ｂ）→ （Ｃ）→ （Ｄ）
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M1 M2

Ａ ４ ５

Ｂ ５ ５

Ｃ ６ ６

Ｄ ６ ４



解答(2)

• Ａ→Ｂ→Ｃ→ＤまたはＡ→Ｃ→Ｂ→Ｄの順

• よって、最短の制作時間は１８時間である。
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今回の授業内容

• 第18回授業
「ＡＢＣ分析とパレート図」
問題演習

2008年10月17日 経営工学概論 5



ＡＢＣ分析

• 全体に占める割合の大きい順に処理すること

– 例） 業務改善戦略

• 案内の表示 （40件） Ａランク

• 店内の清掃 （30件） Ａランク

• 価格 （15件） Ｂランク

• 接客態度 （10件） Ｃランク

• その他 （5件）
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パレート図

• データを項目別に分類し、

– その件数を大きい順に並べた棒グラフ

– 累積の折れ線グラフ

を組み合わせた図
• Ａランク…累積70％

• Ｂランク…累積90％

• Ｃランク…それ以外
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課題

• 演習問題を解け。
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次回の予定

• 第19回 スケジュール管理

– 日時： ２００８年１０月２４日（金）

– 場所： ８４５教室
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